
〇 若年層を中心に地方からの転出超過が著しい。特に女性は、進学等で都市部に出たのち、就職等で地元に戻る者が少ない。

〇 こうした転出行動の背景には、若い世代の意識と職場を含む地域社会との間のギャップがある。

なぜ今「若者や女性にも選ばれる地方」に向けて取り組むのか

〇 若年層、とりわけ若年女性の人口流出が続く状況を打開するには、東京圏にはない「豊かさ」等の地方の強みを活かしつつ、若い

世代の行動や意識の変化を直視し、地方が抱える弱みの克服が必要。また、当事者である若者や女性の視点を取り入れることが重要。

〇 地方から東京圏に移り住んだ若年層(20代・30代)への調査では、東京圏へ転出した理由として、就職先の選択肢の豊富さや、

やりがいがある就職先の存在等の職場関係の理由を挙げる者が多い。

若い世代の男女の意識の変化

男女ともに働き、ともに子育てをする
「共働き・共育て」の感覚が一般化

職場を含む地域社会の現状

「男は仕事・女は家庭」等の固定的な性別観に関わる
アンコンシャス・バイアスが残っていると指摘

ギャップ

若年層の
転出行動へ

アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）

働き方の課題

・採用等における男女差
・男女双方の長時間労働
・休暇休業の取得しづらさ

など
男性は営業、女性は事務？

地域の職場における課題

男性は休日出勤・残業も厭わない？

地域の働き方・職場改革を起点として、地域社会の変革に取り組んでいく

主要な記載の出典：地方創生2.0基本構想（令和７年６月13日閣議決定）第３章２．⑵若者や女性にも選ばれる地域づくり

例えば…



〇 「若者や女性にも選ばれる地方」に向け、自治体が地元企業等に呼びかけて、地域社会のアンコンシャス・バイアスや「働き方の課題」

を解決していく取組を始動。

〇 68自治体（24県・44市町村）が参加し、「地域働き方・職場改革ネットワーク」を形成。 先行自治体の成否両方の経験や有識者の知見の

共有等により取組を加速し、全国的な波及を目指す。

地域働き方・職場改革ネットワーク

68自治体（24県・44市町村）

黄色：取組参加県
青色：取組参加市町村

「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）を加工して作成

兵庫県豊岡市：
2015年に「若い女性達が、まちからすーっと

いなくなって」いることに気づき、
転出女性等へのヒアリング等を通じて

課題抽出・検討した結果、
「ワークイノベーション推進会議」を設立。

現在、122事業所が参加し、
アンコンシャス・バイアスへの気づきや

職場改革に取り組んでいる。

宮城県気仙沼市：
若年人口の著しい減少に問題意識を
持ち、市民100人からなる会議での

議論等を経て、2024年に「ジェンダー
ギャップ解消プロジェクト」を開始。
現在、97事業所が参加し、誰もが

働きやすく働きがいが持てる就労環境
に向けた取組を始動。

富山県南砺市：
性別役割分担意識の強さが「ジェンダー
ギャップ」を生み出し、女性の流出に

繋がっているという認識の下、
2021年度から取組を開始。

地域・家庭に根強く残るアンコンシャス・
バイアスの変革に向け、地域づくり協議会

等とともに取組を進めている。

地域働き方・職場改革ネットワーク
～「魅力ある働き方・職場づくり」を起点とした地域社会の変革～

先行自治体

先行自治体

先行自治体



性別役割分担に係るアンコンシャス・バイアス（無意識の思
い込み）等により、これから職場に入ってこようとする若者
や女性にとって、自身の能力が活かされないと感じさせる側
面はないか検証を行う。

アンコンシャス・バイアスに起因するものを含め、若者や女
性をめぐる具体的な「働き方の課題」はないか洗い出しを
行った上で、テーマ毎のワークショップ等と職場実践を繰り
返しながら解決に取り組む。

（上記の課題への対応を行った上で）若者や女性にとって
「魅力的な職場」である旨の情報発信を行う。

地域働き方・職場改革等の取組

「働きやすさ」のある職場 「働きがい」のある職場

目指す職場像 ＝ ×将来において結婚・出産等のライフイベントがあった

際にも、「共働き・共育て」の時代に相応しく、男女

ともに柔軟な働き方ができる職場

将来ある若者や女性が、自分たちの能力が活かされ、

成長していくことができ、希望するキャリアを実現

できると感じられる職場

取組の進め方（例）

取組を進めるに当たっては、

・まさに地域にいる若者や女性（高校生、大学生や就活生）

・地域を離れ、大都市等で就職している若者や女性

・ＵターンやＩターンで地域に戻ってきた若者や女性

などの当事者の声を聴くことで、より多角的な視点から、客観的に

気づきを得て必要な取組を明確化することが必要。

アンコンシャス・バイアスの具体例

〇 固定的性別役割分担意識

＊女性の方が丁寧だから事務作業やお茶くみをお願いしよう

＊男性だから育児休業・介護休業は取らないだろう

〇 上意下達的な雰囲気

＊若手は会議やディスカッションで議事録だけ取っていればよい

〇 多様性・様々な生き方への非寛容

＊いい年をして結婚していないなんて、早く結婚した方がよい

「働き方の課題」の具体例

〇 配属・職務付与や昇進における男女差、管理職比率の差、

また、それらの結果指標としての男女間賃金格差

例：責任あるポストは男性、女性は補助的なポスト等

⇒人材育成上重要なＯＪＴが得られるポストや、近年の昇格者につい

て、性別の偏りがないか。偏りの原因となっている考え方やルール

は何か。どう改めていくことが考えらえるか 等

〇 「共働き・共育て」を困難にさせる働き方の柔軟性の不足

（長時間労働、休暇や育児・介護休業の取得しづらさ、テレ

ワークやフレックス制度の利用しづらさ等）

例：残業できない者や休暇が多い者は補助的な職務に回す等

⇒職員ごとの労働時間・休暇取得状況の定量的把握や、職員へのヒア

リングを通じ、制度的な課題（例：就業規則に明記がない等）なの

か、運用上の課題（例：就業規則に明記されているが、取得を遠慮

させるような職場の雰囲気がある等）なのかを検討・改善する等

47都道府県に設置されている「働き方改革
推進支援センター」や労働局への相談及び
支援も利用可能。
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